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　この報告書は、二枚目の名刺が15周年を迎えるに際して、検討会を
立ち上げ、その議論をまとめたものである。
　少子高齢化や技術革新等の社会環境の変化を背景として、二枚目の
名刺としては、①　社会の担い手の確保、②　学びの充実、③　ソーシャ
ル業界の発展への貢献といった3つを軸とした活動を強化することとし
たいと考えている。
　その中で、重点を置くべき具体的な事業としては、①　ＮＰＯ等で「越境
学習」をすることの重要性の訴えかけ、②　ミドル・シニア層がより活き
活きと活躍することの支援、③　ＳＰＪを活用して、若年層のキャリア教
育にも踏み込むこと、④　キャリアコンサルタントがＳＰＪに伴走するな
ど、キャリア開発の強化といったことに取り組んでいくべきである。
　そのほか、検討会では、エクセレントＮＰＯのノミネート団体をSPJの候
補とすることを検討こと、副業でＮＰＯを運営する形を世の中への普及し
ていくこと、二枚目の名刺に気軽に出会える場所の創設、ＮＰＯをもっと
直接的に応援することの検討といった点も打ち出された。
　二枚目の名刺としては、この提言を今後の活動の指針として活用して
いきたい。
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はじめに
NPO法人二枚目の名刺は2024年9月に15周年を迎える。15周年を

迎えるに際して、これまでの活動を振り返り、外部の先生方の意見を
いただきながら、今後の方向性を打ち出したいというムードが団体内
で盛り上がった。
このことから、これまで当団体のサポートプロジェクト（ＳＰＪ）に参加

いただいた企業及びNPOの皆さん、それ以外の有識者の先生方をメ
ンバーに4回の検討会を立ち上げて、この報告書を取りまとめたもの
である。
この報告書に書かれた事項が、今後の二枚目の名刺の活動の指

針になることを期待する。一度にすべての項目を実施することは無理
だが、方向性は間違っていないと考えている。
検討会の委員の先生方におかれては、全員お忙しい中、夜の時間

に無報酬でご貢献をいただいたことに心より感謝申し上げる。

1 二枚目の名刺の良い点と課題
まず、最初に二枚目の名刺の良い点と課題について整理する。そう

することにより、良い点を伸ばし、課題については是正に向けた取組
みを検討することが可能になる。

(1) 二枚目の名刺の良い点
　二枚目の名刺の良い点の第一は、「越境学習」の機会を提供してい
ることが挙げられる。「越境学習」は、最近、企業の人材育成に関わる
人たちの間で注目を集めており、「境界を越えて学ぶ」という意味であ
るが、人事・人材育成の文脈で語られる場合、企業の人がベンチャー
企業やNPO法人で働いたりすることはもちろん、ボランティアやプロボ
ノ、副業、異業種の勉強会に参加することも越境学習と呼ばれている
（石山恒貴、伊達洋駆「越境学習入門」2022年　日本能率協会マネジ
メントセンター）。
　越境学習は、ホームとアウェイを行き来することにより、個人が成長
するばかりでなく、ホームである元の職場やコミュニティにも変化をも
たらす効果があることが注目されている（石山、伊達2022）。
　二枚目の名刺の提供するＳＰＪは、社会人数名をNPO等の課題解
決を図るプロジェクトにデザイナーがサポートしながら3ヶ月間従事す
るものであるが、この「越境学習」を体現しようとするものである。「越
境学習」を標榜する団体や取組みは世の中に増えてきているが、　二
枚目が実践する「越境」は、支援先団体との対等な関係で、共感する
ことからスタートし、テーマ設定から実行・振り返りまでを行う内容で他
にはない設定を行っている。実際、ＳＰＪが終了した際に当団体ではア
ンケート調査を行っているが、ほとんどの方が、自身が成長した、ま
た、組織にも好影響があった旨の回答を行っており、その効果が確認
されている。
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　さらに、二枚目の名刺のＳＰＪの良い意味での特徴は、他のプロボノ
と異なり、スキルをＳＰＪ参加の必要条件としないことである。一緒に
共働するNPO等への「想い」があればよいとされているので、参加の
ハードルが非常に低いことが特徴である。特定のスキルを持った貢献
にこだわりがないので、特定のスキルを持っていなくても挑戦できるこ
とは優れた点である。
　また、二枚目の名刺の運営メンバーは、ほとんど全員が別に本業を
有していることも特徴である。運営メンバーは、ほとんどが無報酬の
副業者である。これは、NPOが一般に人手不足や資金繰りで苦しん
でいる（※）ことからも、一つのNPOのあり方を示していると考えられ
る。
※ 内閣府「2023年度特定非営利活動法人に関する実態調査報告書」によると、

NPOの認証法人が抱える課題の上位から、「人材の確保や教育」（65.6%）、
「後継者の不足」（44.5%）、「収入源の多様化」（39.8%）となっており、人材確
保と収入についてはどの団体も苦労していることがうかがえる。

　
二枚目の名刺の運営メンバーは50名を超えているが（2024年7月1日
現在）、ほとんどの者が無償で活動をしており、逆に、無償であるが故
に多様な知見・スキルを有するユニークな人たちが集まってくれてい
ると考えられる。

(2) 二枚目の名刺の課題
イ　総論
　一方、二枚目の名刺についても、課題がいくつか挙げられる。まず、
活動全体として4点提示する。

1 　社会の方向性に働きかける努力がより必要
二枚目の名刺の主な収入源が企業からの拠出であるため、発

信もＳＰＪが中心のような印象を与えている。働き方改革が政府で
議論されていた頃は、副業の推進ということでアピールもしていた
が、最近は、「副業」そのものの推進についてはほとんど世の中に
働きかけていない。もちろん、「副業」の推進について訴えかける
必要性は依然として残っているが、政府が行った就業規則におけ
る副業原則への転換も背景に、「副業」推進の動きが強まったこと
もあって、単なる「副業」の推進では新しみがなくなったことも影響
しているかもしれない。
しかし、最近の政府の動きを見ていると、大企業が中小企業を

支援するという意味での、大企業社員の中小企業での副業を推進
するという動きが見られる（例えば、新しい資本主義のグランドデ
ザイン及び実行計画2024改訂版）。
一方、二枚目の名刺が推奨する「副業」は、無報酬のパラレル
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ワークである。中小企業の応援が目的ではなく、企業の社員個人
の成長、そして、副業を通じた企業への好影響、また、社会貢献に
もつながるというものである。これらの重要性を世の中に訴えかけ
る意味は十分にあるのではないだろうか。また、世の中にも浸透さ
せていくことが望ましいのではないか。
（注）　「副業」とは、収入を得て本業以外で従事する業務と認識している企業も

あるが、厚生労働省のモデル就業規則では、「勤務時間外において、他の
会社等の業務に従事すること」とされており、収入の有無は議論されていな
い。実際、企業によっては、二枚目の名刺の活動を「副業」と認識していると
ころもあることから、ここでは、そういった幅広い意味で「副業」という言葉を
使用している。「無報酬のパラレルワーク」も「副業」の一部とする。

二枚目の名刺は、自らが中間支援組織として、NPO等の市民
性の強化を支援している実践者であるというメリットを活かしつつ、
説得力のある主張を社会に向けて働きかけることをもっと検討して
いくべきであろう。

2 2枚目の名刺を持つ方々の横のつながり作りが弱い
　二枚目の名刺の行うＳＰＪによって2枚目の名刺を持った方は一
定程度増加しているが、横のつながり構築については、これまで力
をいれてこなかった。最近、団体として、ＳＰＪの卒業生を対象とした
アルムナイ・コミュニティをslack内に設け、交流を促しているが、参
加者がまだ19名にとどまっている（2024年7月23日現在）。
　ＳＰＪは社会人が2枚目の名刺を持つきっかけ作りにとどまってい
ることから、ＳＰＪ終了後に懇親会を設けたり、その2枚目の名刺を
持つ社会人同士のつながりをもっと構築することによって、2枚目の
名刺を持つことの重要性を共有することができ、2枚目の名刺を
持ってよかったと思える環境づくりにも資することになると考えられ
る。

3 　物理的な情報収集スペースを提供していない。
上記②にも一部通じるものであるが、2枚目の名刺を持つ人た

ちのみならず、2枚目の名刺を持ちたいと考える人たちが二枚目
の名刺にやってきて情報を得ようとする場所がないことも課題であ
る。
検討会委員からは、二枚目の名刺は「大人の居場所」になるべ

きとのご指摘を受けた。もちろん、二枚目の名刺は、ＳＰＪやアル
ムナイといった、職場や家庭のような場所とは異なるサードプレイ
スとしての「大人の居場所」となっていると考えられるが、物理的な
場所は提供していない。
二枚目の名刺の活動は、運営メンバーがほとんどオンラインで

コミュニケーションを行っており、事務所がないに等しい状況であ

4



る。オンライン中心でもよいのだが、世の中で役割を果たしていく
ためには、オンラインとオフラインを上手に組み合わせていく必要
がある。オンラインで情報提供することもよいのだが、具体的な場
所を一般に開放し、二枚目の名刺のメンバーも駐在することによっ
て、そこに行けば二枚目の名刺に係る情報を入手することができ
るようにすることも検討すべきではないだろうか。

4 ファンディングのあり方に課題がある。
　上述のとおり、二枚目の名刺の主な収入源は企業からの委託収
入である。企業と共働でＳＰＪを実施し、企業の社員の越境学習機
会を提供し、その社員の成長を促していることを考えると、それ自体
が悪いことではない。
　ただし、その場合、企業からの意向をある程度反映させる必要が
あり、また、企業と直接関係のない個人参加が抑制されるという課
題がある。
　このため、二枚目の名刺としては、企業委託ではない、団体独自
のＳＰＪを開催し、個人からの募集を行っているが、運営メンバーの
無償のボランティアによりなんとか賄っている状況である。
　今後、二枚目の名刺として、①で述べた世の中へのアピールや新
たな取組みを行おうとすると、ＳＰＪでの企業からの委託収入だけで
は足りなくなる可能性があり、寄付金のほか助成金の獲得など、収
支構造の多様化を図ることが重要になってくると考えられる。

5 その他
　その他、団体の組織上の課題としては、二枚目の名刺は、ユニッ
トを組んで活動を行っているが、ユニットの中の活動が他ユニットか
らはよく見えないこと、活動に関わるメンバーが限定されること、ボト
ムアップでチャレンジを行うメンバーが少ないこと等が挙げられる
が、これは、ほとんどのメンバーが無報酬であり、専従的に活動を
行っていないが故のことかもしれない。メンバーによる、団体内の越
境も今後の課題である。

ロ　ＳＰＪについて
　次に、ＳＰＪに着目してもいくつか課題がある。以下、3点ほど取り上
げる。
1 　提供するプロジェクトの数に限界がある。
　2023年に二枚目の名刺が提供したＳＰＪの数は29である。ＳＰＪ
に寄り添うサポートプロジェクトデザイナーの数は38人程度である
が、それぞれが本業の仕事を持っていることから、どうしてもＳＰＪ
に従事する人数と投入時間にも限界があり、その結果、提供でき
るＳＰＪの数もこのぐらいが限界である。また、各プロジェクトの募
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集の間は1ヶ月ほど間をとって開催しているので、頻度を上げると
参加社会人の混乱を招くおそれもある。
2枚目の名刺を持つ契機としてＳＰＪは重要であるが、このように

二枚目の名刺が提供できる数に限界があることから、二枚目の名
刺としてモデルを創り、それを広げていくことも検討すべきではな
いか。また、ＳＰＪは3ヶ月かかるので、もう少し気軽なボランティア
機会の提供というのも考えてもよいのではないだろうか。3ヶ月とい
う期間は、ハードルが高いと感じる方もおられる。それよりも、1年
間に一度ある団体のボランティア活動に参加して、毎年その団体
のボランティア活動に参加するようにした方が、参加しやすいと感
じる方もいるだろう。

2 　個人の成長を促すことにさらに工夫ができるのではないか。
　ＳＰＪの効果として、参加した社会人の成長につながるということ
があるが、その成長に対しては、今は特別の取組みは行っていな
い。ただ、社会人の背景はいろいろであり、越境学習の効果を測
るのに、リフレクションを行ったり、専門家の力を借りるなど、工夫
の余地があるのではないだろうか。

3 　社会のニーズをくみ取れていないのではないか。
　社会のニーズとは、人口動態の変化がまず挙げられる。ＳＰＪは
来る者は拒まずという形で参加者を受け付けているが、少子高齢
化が進み、ミドル・シニア層の活用に多くの企業が苦慮しているこ
とから、この層に焦点を充てるような取組みがあってよいのではな
いだろうか。この問題は、他の団体も取り組んでいるので、それら
の団体との横の連携も検討すべきではないだろうか。
　また、若者についても、現在企業に就職しても離職者が多い状
況にあることから、キャリア教育が一定の効果があるのではない
かと注目される。ＳＰＪは元々若者を意識した取組みであったが、
近年は40代から50代の者が増えてきており、今後は、若者に着目
した取組みをよく検討すべきではないだろうか。その際、二枚目の
名刺の特徴が生かせる取組みを検討すべきである。
　さらに、最近、元気のないNPOが増えていると言われている。そ
ういったNPOが抱える問題のうち、共働者やボランティアも巻き込
んだ取組みの活性を応援することも課題として考えられないだろう
か。
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3　これからの二枚目の名刺が目指す世界
(1) 二枚目の名刺を取り巻く環境の変化
　ここまで二枚目の名刺の良い点と課題を整理したが、それでは、今後
どのような世界を目指すべきであろうか。それを考えるに当たっては、
二枚目の名刺がどのような環境下に置かれているのか見ておく必要が
ある。
　まず、繰り返しになるが、現状では、少子高齢化で労働力人口が減少
している。政府は、これまで65歳までの継続雇用制度を進めてきたが、
健康年齢も伸びていることも背景として、高齢者雇用安定法（以下「高
齢法」という）を改正し、70歳までの就業延長を事業主の努力義務とし
た。つまり、ミドル・シニア層の更なる活躍を期待してのことである。
　また、DX（デジタル・トランスフォーメーション）やGX（グリーン・トランス
フォーメーション）といった技術革新のスピードが速くなっている。上記の
就業年齢の延長もあって職業人生が長くなっているが、同じ仕事をして
いるとその仕事が陳腐化してしまうというリスクがある。このため、リス
キリングにより、新しい技術の登場や社会の変化に対応するための学
び直しが重要になってきている。これは企業のみに任せておくと、個人
にとっては取り残されるリスクもあるので、個人のキャリア自律も重要に
なってくる。人生100年時代と言われているが、職業人生の方が企業の
存続よりも長い可能性もあり、そのためには、個人もキャリア自律を図
ることにより、社会の変化に対応していく必要がある。
　一方、少子化により若年人口が減少しているが、決して問題がないわ
けではない。若者が就職しても離職する割合は依然として高く（※）、そ
の対策が求められている。

※ 就職後3年以内離職率（厚生労働省　令和2年3月卒業者）
　　　　中卒　52.9%　高卒　37.0%　大卒　32.3%

　さらに、NPOの高齢化も進んでいる（※）。最新の調査によると、NPO
の構成員の半数以上が50歳以上となっており、若者が活躍する場面を
あまり見ないとも言われている。二枚目の名刺からすると、NPOはＳＰＪ
で共働するパートナーであるが、そのNPOの高齢化が進み、中心的に
活動している若い人たちが少なくなると、ＳＰＪを組むことが難しくなるこ
とも考えられる。

※ NPO法人で活動する人の基本属性（2015年JILPT「NPO法人の活動と働き
方に関する調査」）
20代　5.4%　30代　12.3%　40代　16.9%　
50代　22.5%　60代　25.7% 70歳以上　11.9%

(2) 二枚目の名刺が目指す世界
　こうした環境の変化を踏まえ、二枚目の名刺としては、今後の活動方
針として、次のような世界を目指すこととしたい。
　つまり、二枚目の名刺として、以下の3つを軸とした活動を強化する。
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これらの3つの要素は、お互いに相乗効果を生み出すことにも留意する
必要がある。

1 　社会の担い手の確保
2 　学びの充実
3 　ソーシャル業界の発展への貢献

イ　社会の担い手の確保
　まず、社会の担い手の確保である。行政がすべての分野に手を出せ
るような状況ではないこと、また、人口減で社会の担い手自体が自然減
となっていくことから、社会貢献を行う人材を増やすことが求められてい
る。主要な人材供給源は、少なくとも都市部においては、企業ではなか
ろうか。企業で働く社会人が副業（パラレルワーク）として社会貢献を行
う、そういった仕組みづくりに二枚目の名刺としては引き続き取り組んで
いきたい。
　また、上記でも述べたとおり、ミドル・シニア層はその重要な戦力にな
ると考えられる。ミドル・シニア層の中には、これまで社会人生活を過ご
してきて、これからは社会に対して恩返しをしたいと考える層もいる。ま
た、企業では、継続雇用として第一線を引き、若手のサポート役に回っ
ている方もおり、力が余っているミドル・シニア層もいる。特に、高齢法
の改正により、これまでは65歳までの雇用継続義務だったものが、70
歳までの就業継続の努力義務まで課されたことから、長い職業生活を
過ごす方が増えている。社会の支え手として、この層に目を向けること
が必要である。オールジャパンでの対応が望まれる分野である。

ロ　学びの充実
　二枚目の名刺の今後の方向性の二つ目は「学びの充実」である。二
枚目の名刺が行うＳＰＪをもっと深化させることが考えられる。ＳＰＪは、
社会人の成長を促す効果があるが、もっと成長に対して、積極的に取り
組んでもよいのではないだろうか。具体的には、キャリアコンサルタント
を活用し、ＳＰＪに参加する社会人に伴走することによって、その社会人
が成長する過程を後押しするようなことが考えられる。その社会人に
キャリアコンサルタントが寄り添うことにより、より効果的な成長が行え
るようになることが期待できる。そうすることで、その社会人を派遣する
企業にとってもメリットがあるのではないだろうか。
　また、先に述べたとおり、若年層への取組みも考えられる。少子化に
より若年層の人数は減っているとはいえ、依然として離職率は高くなっ
ている。このことから、若年層、特に、高校生や大学生が社会を理解す
ることを支援する取組みが有効と考えられる。そのためには、二枚目の
名刺のＳＰＪ が、いろんな経験を通じて社会の成り立ちを学ぶことにつ
いて、一定程度、役立つのではないだろうか。
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ハ　ソーシャル業界の発展への貢献
　二枚目の名刺が共働しているＮＰＯについて最近元気がないと言われ
ている。先に述べたとおり、高齢化等により後継者にも不安があるＮＰＯ
も多いと言われている。また、ＮＰＯは人手不足により自らがどのような
位置にあるのかわからない団体もあるようである。
　このため、二枚目の名刺として、彼らを応援する仕組みを構築するこ
とが考えられる。具体的には、ＮＰＯが自己評価することを、二枚目の名
刺のＳＰＪによって後押しすることが考えられないだろうか。具体的に
は、先行する取組みとして存在するＮＰＯを評価する基準などを参考に
して、NPOの自己評価を応援するＳＰＪを立ち上げることが考えられる。
これは新規の取組みになるので、具体的な方策については、少し時間
をかけて検討することが必要になろう。
　また、高齢化しているNPOの、共働者やボランティアも巻き込んだ取
組みの活性化をもっと直接的に応援する仕組みも考えられるだろう。た
だ、これについては、ＳＰＪによる対応以外に、二枚目の名刺にノウハウ
があまり蓄積されていない分野であることから、他団体との共働も視野
に入れながら対応することが考えられる。

(3) 二枚目の名刺のビジョン・ミッションとの関係
　このような取組みを行うことは、現在のビジョン・ミッションとの関係で
はどうなっているだろうか。
　現在の二枚目の名刺のビジョン・ミッションを簡略化して述べると以下
のとおりである。
〇　ビジョン
　二枚目の名刺では、社会人が当たり前の選択肢として、2枚目の名刺
を持ち社会の変化を仕掛けている、そんな未来を実現します。
〇　ミッション
　NPO法人二枚目の名刺は、
3 　社会人が2枚目の名刺を持つきっかけを作ること

　②　2枚目の名刺を持つことが当たり前となる社会の雰囲気を作ること
　③　2枚目の名刺を持つ社会人のつながりを作ること
　に取り組みます。

　このビジョン、ミッションからは、二枚目の名刺は社会人一般を主たる
ターゲットにしていることがうかがえる。社会人が２枚目の名刺を持つこ
とを後押しすることが主なミッションである。そうすると、(2)で述べたソー
シャル業界発展への貢献のNPOの支援については、このビジョン、ミッ
ションで対応できているのか検討が必要になりそうである。
　この点については、二枚目の名刺の主なターゲットは2枚目の名刺を
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持とうとする社会人であるが、その社会人が活動をする相手先がNPO
であることから、NPOも対象に入っているという考え方もある。
　また、ＳＰＪはNPOの市民性を育む機能があるという整理も考えられな
いだろうか。いずれにしても、NPOの直接支援は、二枚目の名刺ができ
ることについてＮＰＯ側に理解してもらうことに加え、ノウハウを持った他
団体との共働が必要な分野であろう。
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４　二枚目の名刺の当面の重点事項
　３で述べた「二枚目の名刺が目指す世界」を達成するためには、当然
のことながら、十分な資金とマンパワーを必要とする。しかしながら、二
枚目の名刺の有する資源は有限である。このことから、３で掲げた項目
のうち重点を置きながら取り組んでいくことが必要になってくる。
　当面の取組みとして、重点を置くべき分野としては、以下のものがよい
のではないかと考えられる。
1 　ＮＰＯで「越境学習」をすることの重要性の訴えかけ
2 　ミドル・シニア層がより活き活きと活躍することを支援
3 　キャリア教育にも踏み込む
4 　キャリア開発の強化

(1) ＮＰＯで「越境学習」をすることの重要性の訴えかけ
　まず取り組むべきは、二枚目の名刺が提供している「越境学習」が個
人の成長に効果があること等について世の中にもっと知ってもらうこと
である。世の中には、「副業」を認めない企業が半数近くあるのが現状
である。ただし、その「副業」というのは、収入を確保する手段としてのも
のであると認識している企業が多いのではないだろうか。収入を確保す
る手段としての「副業」は生活を維持するためにやむを得ず行っている
ケースもある。そういう場合は純粋に越境学習効果を見るのは困難で
ある。大企業の社員が中小企業で副業をし、大企業のノウハウを提供
するケースも政府として推奨されているが、こちらも越境学習効果を期
待することは難しそうである。ノウハウの提供は中小企業の支援であっ
て、派遣される社会人の成長が主たる目的ではないからである。
　二枚目の名刺が提供するＳＰＪは無報酬の副業であり、社会人の成長
を主たる目的としている点でこれらの「副業」とはまったく異なる性質で
ある。企業活動とは異なる社会貢献活動に従事することにより、個人が
悩みながら自己成長につなげていくことが期待されている。このことか
ら、越境学習効果も高いと言われている。
　企業はまだ半数近くが副業を認めていないが、二枚目の名刺が提供
するＳＰＪが、企業のためにも社会人のためにもなるということを、企業
トップを含め、もっと認識してもらうことが必要ではないだろうか。社会貢
献に関与する副業は、副業禁止の対象外とするように訴えかけることが
望ましい。社会貢献活動であれば、競業避止義務にも影響はないし、越
境学習効果も期待できることから、本人の健康に支障がない範囲で企
業が認めることは十分に考えられる。二枚目の名刺のＳＰＪは、無報酬
であり、社会貢献活動であることから、多くの企業が認識している「収入
を伴う副業」ではないことの理解が進めば、副業禁止の対象外とできる
かもしれない。
　二枚目の名刺は、あまりこのような効果があることをPRしてこなかっ
たが、もっと積極的に広報等を行うことがあってしかるべきである。
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　また、近年「キャリア自律」ということが注目されている。DX,GX等の技
術革新のスピードが速い中、長期間の職業生活を過ごすためには、企
業が提供するリスキリングだけでは不十分であり、個人が自らキャリア
を開発することが期待されている。この自らキャリアを開発することが
「キャリア自律」である。
　二枚目の名刺が提供するＳＰＪは、一種のリスキリングになっていると
考えられる。社会人が企業で従事している仕事から離れ別の業務に従
事することによって、新たな知見を得ることができる。もっとも、具体的な
業務に役立つスキルを学ぶわけではなく、コミュニケーション能力等の
もっと一般的なスキルを学び、また、実践することになる。
ただし、キャリア自律を推進するためには、企業が選定した社会人の

みにＳＰＪを提供するだけでよいのであろうか。キャリア自律のためには
個人のイニシアティブが必要であることから、個人が手を挙げて参加す
ることも推奨していくことが望ましいのではないだろうか。
　一方、これまで社会人に着目して述べてきたが、ＳＰＪは受け入れ側
のＮＰＯにとっても意義があることを忘れてはならない。ＳＰＪを共働して
いるＮＰＯにとっても、ＳＰＪに参加することにより、外部の目が入り、自
身の活性化につながる。また、社会人が、ＳＰＪが終了しても継続して活
動するようなことがあれば、将来のＮＰＯの担い手候補にもつながること
になる。

(2) ミドル・シニア層がより活き活きと活躍することの支援
　次に着目するべき点は、ミドル・シニア層への取組みである。
　少子高齢化により高齢化率は高まっているが、高齢法改正により70
歳までの就業期間の延長が努力義務となる一方、健康寿命も延伸して
いる（※）。

※ 健康寿命は、男性が69.40歳（2001年）から72．68歳（2019年）まで伸びる一
方、女性は72.65歳（2001年）から75.38歳（2019年）まで伸びている。（厚生
労働省「健康寿命の令和元年値について」）

　しかし、ミドル・シニア層は自身のキャリア形成に対して積極的でない
と話す人事担当者が多い。2020年にパーソル総合研究所が行った「企
業のシニア人材マネジメントに関する実態調査」によると、企業はシニア
人材に対して「モチベーションの低さ」や「パフォーマンスの低さ」に課題
感をもっているとの回答がなされている。
（https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/data/senior-management.html）
　自律的なキャリア形成もあまり期待できないとの結果が別の調査でも
なされているが（パーソル総合研究所「従業員のキャリア形成に関する定量調査」
（2021年）https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/data/career_self-reliance.html）、企業としては
彼らの活性化を大いに期待しているところである。
　このことから、二枚目の名刺としては、ＳＰＪのノウハウなどを活用し、
ミドル・シニア層が社会貢献事業に従事することにより、活き活きと活躍
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することのお手伝いをすることを企業に対して提案していくことを検討す
べきではないだろうか。
　一方で、二枚目の名刺のマンパワーにも限りがあることから、企業の
シニア層全体に対してＳＰＪを実施することは困難であり、もっと効果的
な対応を検討すべきである。
　例えば、以下のようなものが考えられる。
1 　ミドル・シニア層をターゲットにした講演
　ミドル・シニア層の活用に悩んでいる企業は多いことから、それらの
層に対する処方箋を講演により訴えかけていくことは有用ではなか
ろうか。ＳＰＪ自体を提供することは困難であっても、ミドル・シニア層
が抱える課題を示し、彼らが社会貢献の作業に従事することにより
活き活きしている実例を提示することは企業の人事担当者にも響くも
のと思われる。企業では、50歳等の節目に将来のキャリア研修を行
うところが多いが、そこで講演をすることも一案である。ミドル・シニア
層はこれからの活躍が期待される層であり、企業とのコラボであった
り、集客力のある団体とのコラボを行うことについて検討すべきだろ
う。

2 　ＮＰＯへの見学ツアーの開催
　ミドル・シニア層に社会貢献への関心を持ってもらえるよう、例え
ば、一日でＮＰＯを見学するツアーを提供することも考えられないだ
ろうか。長期間のプロジェクトへの参加は心理的なハードルがあるか
もしれないが、1日だけの見学であればハードルは参加する側にとっ
てはそれほど高くないと考えられる。もっとも受け入れ側は調整が必
要である。

3 　高齢法の「社会貢献事業」としての受け皿の提供
　高齢法の70歳までの就業継続の努力義務は、以下のいずれかの
措置を講ずることが求められている。
1) 70歳まで定年年齢を引き上げ
2) 定年制の廃止
3) 70歳まで継続雇用制度を導入（他の事業主による継続雇用も可
能）

4) 70歳まで継続的に業務委託契約を締結する制度の導入
5) 70歳まで継続的に以下の事業に従事できる制度の導入

a. 事業主が自ら実施する社会貢献事業
b. 事業主が委託、出資（資金提供）等する団体が行う社会貢献
事業

　このうち二枚目の名刺が貢献できる可能性があるのは、5）のｂで
ある。企業と団体との間で契約を結ぶ等の手続きは必要であるが、
例えば、二枚目の名刺のＳＰＪや団体説明会を実施する事務局を
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企業から派遣された社員が担当するなどの取組みは十分に検討に
値すると考えられる。
この5）のｂの事例はあまり多くないことから、ＮＰＯである二枚目

の名刺が社会貢献事業の受け皿になるという事例を提供すること
自体も社会にとって意義があることである。

(3) キャリア教育にも踏み込む。
一方、若年層にも目を向ける必要がある。先に述べたように、若

年層は、入社して離職する割合が依然として高い状況にある。近年
は、学校教育においても、一人一人の社会的・職業的自立に向け
たキャリア教育を行っているケースもあると聞いている。
また、最近の若者は、ソーシャルビジネスにも関心を持つ者も増

えているということであり、キャリア教育の中でもソーシャルに関心
を持つ若者が増えてきているとも言える。
しかし、実態として、ＮＰＯ業界では、若年層の比率が非常に低

い。若者はビジネスには関心があるが、ソーシャル活動そのものに
は関心がないということかもしれない。
これは、学校のキャリア教育において、まだまだソーシャルとの触

れあいを増やす余地があるということを示している。
このことから、二枚目の名刺としては、高校や大学と連携して、若

者向けのＳＰＪを体験授業として提供して、修了者には単位を授与
するようなことを検討すべきではないだろうか。単位を授与すること
によって、若者も受講する意欲が出てきて、社会に対する関心が深
まるものと考えられる。ひいては、将来、ＮＰＯを支える人材として
育っていただければ望外の喜びである。本プロジェクトが立ち上
がった後は、他の団体で対応するなど、横展開についても検討すべ
きであろう。

(4) キャリア開発の強化
これまで、対外的な訴えかけや、ミドル・シニア層や若年層といっ

た対象者に注目してきたが、ＳＰＪ自体の深化も行うべきであろう。
二枚目の名刺のＳＰＪは、「越境学習」効果を通じて、キャリア開

発に役立つということは先にも述べたが、その効果の感じ方は参加
者ごとに異なり、ともすれば「参加してよかった」ということに留まっ
ている感がある。
もう少しＳＰＪを進化させ、キャリア開発を意識したプログラムを試

行的に行うことにより、個人の成長を後押しし、企業にとっても効果
が見えるようにすることが望まれるのではないか。
具体的には、キャリアコンサルタントの協力を得て、社会人がＳＰ

Ｊに参加する前にキャリアコンサルティングを受け、自身のキャリア
を見つめ直した上でＳＰＪに参加し、終了後、その効果をキャリアコ
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ンサルタントと話し合って確認することが考えられる。
そうすることにより、社会人にとっては、ＳＰＪに参加する意義を事

前に把握することができ、また、活動を通じて、どれだけ成長したの
か確認することができる。また、企業にとっても、その成長過程が見
える化されるので、ＳＰＪへの派遣効果をより正確に把握することが
可能になる。
ただし、現時点においては、一般のSPJ参加者向けに提供するこ

とを検討し、キャリコンの伴走を求める個人の判断として学びを深め
ることから始めることとしたい。企業からの委託によるものは、それ
らの積み上げにより実績が伴ってから、企業に対して提案すること
が適当である。個人の事例を企業に見せられるようになっていると
よいと考えられる。
また、ミドル・シニア層のうち、企業が選定した方について、キャリ

ア開発を加味したＳＰＪを実施することを試行的に検討している。ＳＰ
Ｊ前後にプログラムを追加することにより、ＳＰＪによる個人の成長
効果を高めることができるのではないかと考えている。その上で、将
来的には、こちらについてもキャリアコンサルタントの伴走を検討で
きればよいと思われる。
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５　具体的な見直し案
　これまで重点的に対応すべき事項を述べたが、以下は、4で述べた
重点事項以外に、検討会で委員の先生方から出された対応案を網羅
的に整理し、今後の活動の道しるべとしたい。項目としては、二枚目
の名刺のミッションごとに整理することとする。

(1) ２枚目の名刺を持つきっかけ作り（ＳＰＪの見直し）
イ　総論

二枚目の名刺が実施するＳＰＪは上述のとおり、「越境学習」効果
もあり、たくさん提供することが社会的には望ましいが、実際は、マ
ンパワーには限界があることから難しい。そこは発想を切り替えるこ
とが必要である。ＳＰＪの目的は２枚目の名刺を持つきっかけ作りで
あることから、ＳＰＪが終了しても２枚目の名刺ホルダーとして活躍
する社会人が増えることが望ましい。このことから、ＳＰＪを実施する
際は、ＳＰＪ終了後もその団体又は独自に２枚目の名刺を持って活
動する社会人を増やすつもりで行うことが、これからのＳＰＪのあり
方であると考えられる。
そのためには、ＳＰＪ終了後のアンケートで参加社会人の活動状

況を丁寧にフォローすることも要検討である。
また、上述のとおり、ＳＰＪは3ヶ月の集中的な取組みであるが、こ

れについてハードルが高く感じる方もおられる。このことから、ちょっ
としたボランティア活動的な取組みを1日だけ提供をしたり、毎年1
日だけ参加を呼びかけるようなことも検討すべきである。

ロ　対象ＮＰＯ
現在、ＳＰＪの候補となるＮＰＯ等は運営メンバーの推薦等による

一本釣りで行っているが、もっと幅広く対象とすることが望ましい一
方で、質の確保をどう測るのかという課題がある。
その点でいうと、エクセレントＮＰＯは１０年以上ＮＰＯの自己評価

を応援し、優秀なところを表彰してきた実績がある。エクセレントＮＰ
Ｏとしてノミネートしてきた団体も多数あり、そのような団体であれば
ＳＰＪの候補とすることについても十分に検討に値するのではないだ
ろうか。もっとも、どのようにアプローチするかは今後の課題であ
る。

ハ　横への広がり
イの総論で述べたとおり、ＳＰＪはその後の広がりも視野に実施

することが望ましいが、二枚目の名刺が提供することの限界を乗り
越えるためには、他団体においてもＳＰＪが実施できるようにするこ
とも考えられる。特に、二枚目の名刺が実施するＳＰＪは、運営メン
バーが東京や関西中心であることから、やはり東京や関西中心と
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なってしまい、地方部での実施は厳しい。
このことから、二枚目の名刺が有するＳＰＪのノウハウを有償で地

方のＮＰＯ支援センターに提供し、彼らのＳＰＪ実施の後押しをして
いくことが考えられる。二枚目の名刺自身がＳＰＪを開催しなくとも、
全国のＮＰＯ支援センターが開催することになれば、従来の社会人
参加者募集とは異なる形で、新しい層を取り組むことができ、より2
枚目の名刺をもつ機会が増えることにつながる。もっとも、地方の状
況は都市部とは異なるので、ＳＰＪのノウハウがそのまま適用してよ
いのかどうか検討することが必要であり、また、どのように彼らとつ
ながりを持つかは今後の課題である。
なお、NPOである二枚目の名刺にとって、ＳＰＪのノウハウ提供

は、自分たちの取組にとどまらない広がりと、社会人に対するより多
くの機会提供につながることであり、収益獲得を目的としない組織
だからこそできる、価値創造の形であると整理したい。

(2) ２枚目の名刺を持つことが当たり前となる社会の雰囲気づくり
2枚目の名刺を持つきっかけづくりは、どうしてもマンパワー等が

制約となり、どうしても提供数に限界がある。二枚目の名刺が実施
するＳＰＪを端緒として、2枚目の名刺を持つことが当たり前となる社
会の雰囲気作りにつなげるには、どうしても時間がかかる。
このため、雰囲気作り自体を目的とした取組みも必要であるが、

このような世の中への訴えかけは、これまで積極的には行ってこな
かったところである。企業連携のＳＰＪで「２枚目の名刺」を持ちやす
い雰囲気づくりにつなげているが、世の中への広がりは限定的であ
る。
したがって、二枚目の名刺として実施したＳＰＪの効果等を分析し

て、その効果をＨＰ等に掲載することにより、世の中に訴えかけるこ
とや、もっとダイレクトに、ＳＮＳ等に二枚目の名刺が行っている取
組みを掲載することによって、世の中の注目を集めることが望まれ
る。
その際、年齢層ごとに適切な発信媒体を選定することが適当で

ある。例えば、ミドル層へのアピールはプレスリリースとし、若年層
へのアピールはＳＮＳを利用することが考えられる。なお、先に述べ
たとおり、ミドル・シニア層に対しては、講演活動を行ったり、ちょっと
したボランティアへの参加を促すことも効果的であると考えられる。
さらに、二枚目の名刺がそうであるように、副業でＮＰＯを運営す

るという形も普及したい。そうすることによって、担い手不足に苦し
むＮＰＯの応援となることにつなげたい。もちろん、ＮＰＯの運営は大
変で副業で担うのも簡単ではないが、ＮＰＯは副業で行う割合が今
よりも増えてくると、ＮＰＯの活動もより活性化することが考えられ
る。
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(3) ２枚目の名刺を持つ社会人のつながりづくり
2枚目の名刺を持つ社会人のつながりづくりも、二枚目の名刺と

しては、それほど取り組んでこなかった分野である。最近、ＳＰＪに
参加した社会人をアルムナイ・コミュニティというSlack上のチャンネ
ルに招待する取組みをはじめたところであるが、先に述べたとおり、
まだ参加者が少ない状況である。また、同チャンネル上でアルムナ
イ同士のやりとりが頻繁になされているわけでもない。
この点、Ｓｌａｃｋといったオンライン上ではなく対面で会う機会の提

供が望まれるが、その一つの契機となり得るのが、2024年9月28日
に開催予定の「15周年記念イベント」である。このイベントには、過
去のＳＰＪ参加者等を招待しており、交流会も予定している。
また、このようなイベントに関わらず、二枚目の名刺に気軽に出

会える場所の創設も望ましい。二枚目の名刺は、現在、訪問者が
立ち寄れる事務所がなく、オンラインで運営メンバー同士がやりとり
をして活動をしている。毎日でなくとも、定期的に、そこに行けば二
枚目の名刺の情報を入手でき、質疑応答も行える場所の創設がで
きるとよいのではないかと考える。

(4) その他
イ　ＮＰＯの応援
　以下、二枚目の名刺のビジョンに含まれるかどうかは議論があるも
のの、重要な事項であるので、ここで論ずることとする。
　検討会の中で、強く意見が出されたのが、ＮＰＯの応援である。近
年、ＮＰＯが高齢化している等の影響で活動が停滞しているところが
多く、それを活気づけられないだろうかという議論がなされた。
　これに対して、一つ提案がされたのが、ＮＰＯが評価基準に基づい
て自己評価をする取組みを、ＳＰＪの仕組みを活用して応援できない
かというものであった。ＮＰＯが自己評価をすることは、自らの団体が
標準からみてどのレベルにあるのか認識することを可能にし、それを
定期的に実施することによって、ＮＰＯのレベルが上がるのかどうかを
自身の目で確認することが可能になる。
二枚目の名刺は、エクセレントＮＰＯの評価の仕組みを自らの団体

の健康診断として毎年活用していた。そのことにより、自らの団体の
課題がわかり、ファンドレイジングの仕組みの導入等新たな取組みに
も取り組んだ結果、エクセレントＮＰＯ大賞をいただくことができた。
二枚目の名刺は、運営メンバーがある程度いるため実施が可能で

あったが、ＮＰＯによっては人数が少なくて評価ができない団体がある
と考えられる。このため、社会人の参画を得てＳＰＪを実施することに
より評価を応援することが考えられないだろうか。
また、ＮＰＯを直接応援する取組みも考えられる。例えば、パラレル
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ワークの共働者やボランティア受け入れ、の相談は、二枚目の名刺
自身の経験も踏まえながら、一歩踏み込んで相談に応じることができ
るかもしれない。
また、悩みを抱えているＮＰＯ同士を結びつけることによって、お互

いの悩みを共有しあって、対応を検討するという取組みも考えられ
る。過去に二枚目の名刺も「ＮＰＯカフェ」と名付けて2度ほど実施した
ことがあるが、過去にＳＰＪを実施した団体同士の交流の場を設ける
という取組みである。

ロ　ファンドレイジングのあり方の検討
　二枚目の名刺の活動財源は、企業からのＳＰＪの委託収入がほとん
どで、コモンルーム・ＳＰＪに参加した個人からの参加料と寄付・賛助
会費が少しあるぐらいである。上でいろいろ述べた取組みを実施する
ためには、財源の多様化を図る必要がある。
　まず、コモンルームは参加料を3000円いただいている。このコモン
ルームに参加された方の中からＳＰＪに進む人が出てくるので、ＳＰＪ
も無償というわけではないが、個人から見た場合、ほとんど無償に近
い状態である。これができるのは、運営メンバーがほとんどボランティ
アで対応しているためである。
　二枚目の名刺にいただく寄付・賛助会費はまだまだ多いとは言えな
い状況である（2023年度で3万1千円）。二枚目の名刺は、社会に貢
献する活動を今後多数実施することになることから、社会貢献に直接
つながる事業を中心に寄付等を募る努力を行うべきである。特に、二
枚目の名刺が「越境学習」効果を世の中にアピールする取組みや、ミ
ドル・シニア層に対する働きかけ、またＮＰＯに対する応援等について
は、寄付等をいただかないと十分に実施することができない事業であ
る。
　また、これまでは行政等からの助成金への応募をさほど行ってこな
かったが、趣旨に合致する場合は応募してもよいのではないだろう
か。例えば、若者に対するキャリア教育については、地方自治体等も
関心があることが考えられ、自治体等が行う助成金の対象になり得る
と考えられる。
　また、助成金以外についても、地方自治体とのコラボは検討しても
よいと考えられる。二枚目の名刺の活動は、東京近辺や関西が中心
であるが、地方部においても一定のニーズはあるはずであり、自治体
とよく相談の上、地方のニーズに合致したプロジェクトの実施ができれ
ばよいと考えられる。
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６　さいごに
　今回、二枚目の名刺は１５周年を迎えるにあたって、二枚目の名刺
を取り巻く環境の変化を見ながら、二枚目の名刺の活動を振り返り、
その中から新たな取組みについての提言をいただいた。
　重点事項として挙げた４項目についても、なかなか実施は簡単では
ないが、重要な方向性を打ち出していただいたと考えている。
　検討会の委員の皆様には、お忙しい中、夜の遅い時間にお集まり
いただき、貴重なご意見をたくさんいただいた。改めて深く感謝を申し
上げたい。
　二枚目の名刺としては、この報告書を１６年目以降の活動の道しる
べとして、しっかりと取り組んでいきたい。

20



二枚目の名刺のこれからを考える検討会　委員名簿

三菱商事従業員組合 岩田　有馬
日本生命保険相互会社 宮崎　まゆ子
ハウス食品株式会社 新見　拓平
アクサHDジャパン 安渕　聖司
特定非営利活動法人不登校・病児自立支援事業ろーたす 松下　祥貴
（独）労働政策研究・研修機構 小野　晶子
エクセレントNPO 田中　弥生
読売新聞社会部 杉浦　まり

検討会事務局
ＮＰＯ法人二枚目の名刺　 代表理事　廣　優樹

事業企画ユニット　富田　望

21



検討会の開催経緯

2024年4月12日 第1回検討会
検討会の趣旨や二枚目の名刺の取組みの紹介
委員よるフリートーキング

5月15日 第2回検討会
NPO、企業からのヒアリング①

6月28日 第3回検討会
企業からのヒアリング②
とりまとめに向けた議論

8月28日 第4回検討会
報告書とりまとめ
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